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Web開発
のエキスパートになる！

前回は、JavaScriptを使用してデ

ータコントロールの行をハイライト

させる方法を説明しました。

Part3では、データコントロールに

ページング機能を追加する方法を

説明します。DataGridではページン

グ機能がサポートされていますが、

あまり使い勝手がよくないのでペ

ージ移動ボタンとページ番号を使

用してページングできるようにカス

タマイズします。また、Repeater／

DataListではページング機能がサポ

ートされていませんので、PagedDa

taSourceクラスを利用してページ

ング機能を追加します。

■DataGridにページング機能を組

み込む

DataGridにページング機能を追

加するには、デザイナからDataGrid

を右クリックして［プロパティビル

ダ］を選択します。「プロパティビ

ルダ」のダイアログ（図1）が表示

されたら、左側から［ページング］

を選択して「ページングを許可」を

クリックしてチェックマークを付け

ます。「ページサイズ」には既定値

の「10」行が表示されていますの

で、必要ならば変更します。「位置」

のドロップダウンリストでは、移動

ボタンを表示する位置を“上”“下”

“上下”から選択します。「モード」

では、“［次へ］、［戻る］ボタン”ま

たは“ページ番号”のいずれかを選

択します。

「モード」から“［次へ］、［戻る］

ボタン”を選択したときは、「［次の

ページ］ボタンのテキスト」と

「［前のページ］ボタンのテキスト」

にボタンに表示する標題を入力す

ることができます。既定値は、「<」

と「>」になっています。

「モード」から“ページ番号”を

選択したときは、「数字ボタン」に
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ページ番号の個数を入力します。

既定値は「10」になっていますの

で、10個のページ番号が表示され

ます。ページ番号が10個以上のと

きは、「...」のようなリンクが表示

されます。

ここでは、「モード」から“ページ

番号”を選択します。その他のプ

ロパティは、既定値を使用します。

「プロパティビルダ」から［OK］ボ

タンをクリックしてダイアログを閉

じます。

デザイナに表示されているData

Gridオブジェクトにページ番号が

表示されます（図2）。ページ番号の

リンクをクリックしたときに目的

のページに移動させるには、Data

GridにPageIndexChangedのイベントハンドラを追加し

ます。

デザイナの未使用の領域をダブルクリックして、コー

ドウィンドウを表示したら、左上の「クラス」のドロップ

ダウンリストから“DataGrid1”を選択します。右上の

「メソッド名」のドロップダウンリストから“PageIndex

Changed”を選択します。Sub DataGrid1_PageIndex

Changedイベントプロシージャが生成されたら、次のコ

ードを追加します。

Private Sub DataGrid1_PageIndexChanged( _
ByVal source As Object, _
ByVal e As _

System.Web.UI.WebControls.DataGridPageChangedEventArgs) _
Handles DataGrid1.PageIndexChanged

DataGrid1.CurrentPageIndex = e.NewPageIndex
BindDataGrid()

End Sub

引数DataGridPageChangedEventArgsのNewPage

Indexプロパティには、Webページからクリックした「ペ

ージ番号」が格納されています。このページ番号をData

GridのCurrentPageIndexプロパティに設定して、Bind

DataGridメソッドを実行します。

BindDataGridは、DataGridのDataSourceプロパティ

に得意先（Customers）テーブルが格納されているData

Tableオブジェクトを設定してから、DataBindメソッド

を実行します（リスト1）。これで、DataGridに目的のペ

ージが表示されます（図3）。

DataTableに得意先テーブルを格納するには、Create

DataTableメソッドを実行します（リスト2）。CreateData

Tableは、DataAdapterのFillメソッドを実行して得意先

テーブルのすべてのレコードを抽出してDataTableに格

納して返します。
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図1：DataGridのプロパティビルダからページングの各種プロパティを設定する

Sub BindDataGrid()
Dim strSQL As String = "Select * From Customers"
With DataGrid1

.DataSource = CreateDataTable(strSQL)

.DataBind()
End With

End Sub

リスト1：DataGridに得意先テーブルをバインドする（dg1.aspx.vb）

図2：デザイナのDataGridにページ番号が表示される




